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スポーツ大
た い

会
か い

に行
い

ってきました！地
ち

域
い き

の行
ぎ ょ う

事
じ

で、
笑
え

顔
が お

がはじけた１日
に ち

「ボッチャ」
ボッチャとは、２チームで交

こ う ご

互にボールを
６回

かい

投
な

げて、先
せんこう

行が最
さいしょ

初に投
な

げたジャック
ボールと呼

よ

ばれるボールにどれだけ近
ちか

づけ
るかを競

きそ

うスポーツです。ルールが似
に

てい
るため、「地

ちじょう

上のカーリング」と呼
よ

ばれてい
ます。「どんな人

ひと

でもできるスポーツ」とも
呼
よ

ばれており、車
くる ま い す

椅子に乗
の

ったご利
りよ う し ゃ

用者様
さま

も、生
い

き生
い

きと楽
たの

しまれていました。

「魚
さかな

釣
つ

り」
魚
さかな

の絵
え

にフックをひっかけて釣
つ

り上
あ

げる。
簡
かんたん

単に見
み

えて意
い が い

外と難
むずか

しい競
きょうぎ

技ですが、
みなさん器

き よ う

用に釣
つ

り上
あ

げていました。
裏
うらがわ

側には点
てんすう

数が書
か

かれており、それを
見
み

て一
いっきいちゆう

喜一憂する楽
たの

しみもあります。
サンダルは何

なんてん

点だったのでしょうか
……？

かりがね福
ふ く し か い

祉会では、昨
さ く ね ん ど

年度より上
じょうしょう

小地
ち く

区障
しょう

がい者
しゃ

スポ
ーツ大

たいかい

会に参
さ ん か

加しています。コロナ禍
か

においても開
かいさい

催され
ていた大

たいかい

会ですが、マラソンや他
ほか

の陸
りくじょう

上競
きょうぎ

技など、よりス
ポーツ中

ちゅうしん

心の大
たいかい

会でした。コロナ禍
か

が明
あ

けてからはボッチ
ャのような楽

たの

しみやすい競
きょうぎ

技が開
かいさい

催されており、今
こ ん ね ん ど

年度は
競
きょうぎ

技の空
あ

き時
じ か ん

間にも楽
たの

しめるゲームが企
き か く

画されていました。
みなさん、のびのびと明

あか

るい笑
え が お

顔を見
み

せながら参
さ ん か

加されて
いました。
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「卓
た っ

球
きゅう

」
みなさんで台

だい

を囲
かこ

んで卓
たっきゅう

球をしまし
た。ボールが落

お

ちないから簡
かんたん

単！か
と思

おも

いきや、ネットに引
ひ

っ掛
か

かるので
意
い が い

外と難
むずか

しそうです。それでもみなさ
ん、ニコニコと楽

たの

しまれていました。

「パン食
く

い競
き ょ う そ う

争」
大
おお

きな口
くち

を開
あ

けて、みなさんパンを取
と

って
いました。パン食

く

いですが、中
なか

には手
て

で取
と

った人
ひと

もいるとかいないとか……。みなさ
ん思

おも

い思
おも

いに楽
たの

しまれたようです。競
きょうぎ

技後
ご

には、戦
せ ん り

利品
ひん

を召
め

し上
あ

がられていました。

上
じょうしょう

小 地
ち く

区障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ大
たいかい

会では、ご利
りよ う し ゃ

用者様
さま

が体
からだ

を動
うご

かしながら、楽
たの

しそうに活
かつどう

動へ取
と

り組
く

まれていまし
た。かりがね福

ふくしか い

祉会では、地
ち い き

域とのつながりによって、ご
利
りようしゃ

用者様
さま

の余
よ

暇
か

の楽
たの

しみを広
ひろ

げることができると考
かんが

えてい
ます。また、そのようなつながりを通

とお

して、ご利
りようし ゃ

用者様
さま

が
地
ち い き

域で生
せいかつ

活する一
いちいん

員であると地
ち い き

域の方
かたがた

々に知
し

っていただき
たいとも考

かんが

えています。これからもかりがね福
ふくし か い

祉会では、
地
ち い き

域でのイベントや行
ぎょうじ

事への積
せっきょくてき

極的な参
さ ん か

加を通
つう

じて、地
ち い き

域
とのつながりを大

たいせつ

切にした支
し え ん

援を行
おこな

っていきます。
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う
ち
ま
ち

      
フ
ァ
ン
マ
ー
チ

　2020 年
ねん
以
い こ う
降、新

しんがた
型コロナウイルス流

りゅうこう
行により、世

せか い
界中

じゅう
のお祭

まつ
りやイベントが中

ちゅうし
止になる中

なか
で、か

りがねフェスティバルも中
ちゅうし
止となってしまいました。新

しんがた
型コロナウイルスが 5類

るい
に移

いこ う
行してしばらく

経
た
った今

いま
、改
あらた
めて「かりがね福

ふくしかい
祉会のお祭

まつ
り」を開

かいさい
催したいという声

こえ
が委

いいんかい
員会にも届

とど
くようになりま

した。そこで、家
かぞくかい
族会と地

ちい き
域交

こうりゅう
流委

いいんかい
員会が中

ちゅうしん
心となって、新

あたら
しい形

かたち
の「お祭

まつ
り」の在

あ
り方

かた
を模

もさ く
索しな

がら、企
きかく
画・準

じゅんび
備を進

すす
めてきました。皆

みなさま
様に楽

たの
しんでいただけるよう、「食

しょく
」「音

おんがく
楽」「レクリエーション」

という 3つのテーマを軸
じく
に、日

ひごろ
頃からお付

つ
き合

あ
いのある地

ちいき
域の飲

いんしょくてん
食店「ひばり調

ちょうり
理室

しつ
様
さま
」「福

ふくだ
田さんの

ポン菓
が
子
し
様
さま
」「プランソレイユ様

さま
」「わっしょい弁

べんとう
当様

さま
」に出

しゅってん
店していただき、地

じも と
元の小

しょうちゅうがっこう
中学校・いき

いきサロンで活
かつやく
躍されている「ひなたぼっこの会

かい
様
さま
」にステージ発

はっぴょう
表を依

いら い
頼しました。家

かぞくかい
族会のボラ

ンティアさんにも、趣
しゅこう
向を凝

こ
らしたお楽

たの
しみ企

きかく
画を考

かんが
えていただきました。

　当
とうじつ
日は、あいにくの雨

うて ん
天でしたが、屋

おくない
内会

かいじょう
場「真

さな だ
田農

のうりん
林物

ぶっさん
産展

てん じ
示販

はんばい
売施

しせ つ
設」及

およ
びテントをお借

か
りし

た「真
さなだ
田の郷

さと
まちづくり推

すいしん
進会

かい ぎ
議様
さま
」のご協

きょうりょく
力のおかげで充

じゅうじつ
実した 1日

にち
を過

す
ごすことが出

で き
来ました。

　初
はじ
めての企

きか く
画の中

なか
で、いろいろと至

いた
らない点

てん
もありましたが、ご利

りようしゃ
用者様

さま
の笑

えが お
顔をたくさん拝

はいけん
見し、

終
お
わってみれば「楽

たの
しかったよ。また、やろうね」と感

かんそう
想を寄

よ
せていただくことが出

で き
来ました。イベ

ント名
めい
である『うちまちファンマーチ』には、かりがね福

ふくしかい
祉会の皆

みなさま
様と地

ちい き
域の皆

みなさま
様が繋

つな
がり、楽

たの
しい

風
かぜ
を起

お
こしながら外

そと
に繰

く
り出

だ
していきたいという想

おも
いを込

こ
めました。これからも地

ちい き
域の皆

みなさま
様に、ご

参
さん か
加いただきながら、継

けいぞくてき
続的に開

かいさい
催していきたいと思

おも
います。ご参

さん か
加・ご協

きょうりょく
力いただき、誠

まこと
に有

ありがと
難う

ございました。

� 地
ちい き
域交
こうりゅう
流委

いいんかい
員会　副

ふくいいんちょう
委員長　堀

ほりうち
内敬
けい
祐
すけ

3



 2025年 第410号［昭和54年第三種郵便認可］秋

　うちまちファンマーチは、企
きかく
画から参

さんか
加し、当

とうじつ
日の運

うんえい
営も含

ふく
めてご利

りようしゃ
用者様

さま
、ご家

かぞく
族様
さま
が楽

たの
しんでいた

だけるように努
どりょく
力しました。私

わたし
自
じし ん
身もかりがね福

ふくしかい
祉会に就

しゅうしょく
職して初

はじ
めての委

いいんかい
員会だったこともあり、緊

きんちょう
張

していました。迎
むか
えた当

とうじつ
日は、あいにくの天

てんき
気でしたが時

ときおり
折雨
あめ
も止

や
み過

す
ごしやすい気

きこう
候になりました。う

ちまちファンマーチがはじまるとたくさんお客
きゃくさま
様がきて下

くだ
さり、とてもいい表

ひょうじょう
情をされていたのを今

いま
でも

覚
おぼ
えています。おかげさまでご利

りようしゃ
用者様

さま
から「ありがとう！おいしかった！楽

たの
しかった！」と声

こえ
をかけて

いただき大
だいせいこう
成功で終

お
わる事

こと
ができました。今

こんご
後も地

ちいき
域の方

かたがた
々やスタッフの皆

みな
さんと楽

たの
しい企

きかく
画を作

つく
ってい

けたらと思
おも
います。　� かりがね福

ふくしかい
祉会スタッフ　さなだの杜

もり
　河
かわ
原
はら
孝
たか
幸
ゆき

4
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■資金収支計算書   自 令和   6年 4月 1日 ～ 至 令和  7年 3月31日 第一号第一様式（第十七条第四項関係） （単位：円）

（単位：円）■事業活動計算書   自 令和  6年 4月 1日 ～ 至 令和  7年 3月31日								      
															             
							     

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）

勘  定  科  目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A) － (B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

就労支援事業収入 6,350,000 5,361,365 988,635
障害福祉サービス等事業収入 914,723,000 913,428,387 1,294,613
経常経費寄附金収入 7,420,000 7,402,500 17,500
借入金利息補助金収入 0 0 0
受取利息配当金収入 427,000 401,330 25,670
その他の収入 6,008,000 6,124,785 -116,785
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0
事業活動収入計 (1) 934,928,000 932,718,367 2,209,633

支
出

人件費支出 637,253,000 630,980,284 6,272,716
事業費支出 142,097,000 131,443,316 10,653,684
事務費支出 106,001,000 92,099,295 13,901,705
就労支援事業支出 6,435,000 6,281,365 153,635
利用者負担軽減額 0 0 0
支払利息支出 180,000 163,694 16,306
その他の支出 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0
事業活動支出計 (2) 891,966,000 860,967,954 30,998,046

　事業活動資金収支差額 (3)=(1) － (2) 42,962,000 71,750,413 -28,788,413

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0
施設整備等収入計 (4) 0 0 0

支
出

設備資金借入金元金償還支出 11,979,000 11,978,000 1,000
固定資産取得支出 46,479,000 46,476,750 2,250
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0
ファイナンス・リース債務返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0
施設整備等支出計 (5) 58,458,000 58,454,750 3,250

　施設整備等資金収支差額 (6)=(4) － (5) -58,458,000 -58,454,750 -3,250

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0
積立資産取崩収入 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0
その他の活動収入計 (7) 0 0 0

支
出

長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0
積立資産支出 30,969,000 30,963,076 5,924
その他の活動による支出 0 0 0
その他の活動支出計 (8) 30,969,000 30,963,076 5,924

　その他の活動資金収支差額 (9)=(7) － (8) -30,969,000 -30,963,076 -5,924
　　予備費支出 (10) 614,000 0 614,000
　　当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9) － (10) -47,079,000 -17,667,413 -29,411,587
　　前期末支払資金残高 (12) 777,726,004 777,726,004 0
　　当期末支払資金残高 (11)+(12) 730,647,004 760,058,591 -29,411,587

勘  定  科  目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A) － (B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

就労支援事業収益 5,361,365 3,984,509 1,376,856
障害福祉サービス等事業収益 913,428,387 877,975,322 35,453,065
経常経費寄附金収益 7,402,500 4,013,000 3,389,500
その他の収益 0 0 0
サービス活動収益計 (1) 926,192,252 885,972,831 40,219,421

費
用

人件費 637,721,952 614,421,223 23,300,729
事業費 131,443,316 122,956,305 8,487,011
事務費 92,099,295 87,868,890 4,230,405
就労支援事業費用 6,281,365 5,134,959 1,146,406
利用者負担軽減額 0 0 0
減価償却費 40,722,969 40,170,173 552,796
国庫補助金等特別積立金取崩額 -17,823,147 -17,812,324 -10,823
徴収不能額 0 0 0
徴収不能引当金繰入 0 0 0
その他の費用 0 0 0
サービス活動費用計 (2) 890,445,750 852,739,226 37,706,524

　サービス活動増減差額 (3)=(1) － (2) 35,746,502 33,233,605 2,512,897

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

借入金利息補助金収益 0 0 0
受取利息配当金収益 401,330 10,144 391,186
有価証券評価益 0 0 0
有価証券売却益 0 0 0
投資有価証券評価益 0 0 0
投資有価証券売却益 0 0 0
その他のサービス活動外収益 6,124,785 11,736,375 -5,611,590
サービス活動外収益計 (4) 6,526,115 11,746,519 -5,220,404

費
用

支払利息 163,694 214,328 -50,634
有価証券評価損 0 0 0
有価証券売却損 0 0 0
投資有価証券評価損 0 0 0
投資有価証券売却損 0 0 0
その他のサービス活動外費用 0 0 0
サービス活動外費用計 (5) 163,694 214,328 -50,634

　サービス活動外増減差額 (6)=(4) － (5) 6,362,421 11,532,191 -5,169,770
経常増減差額 (7)=(3)+(6) 42,108,923 44,765,796 -2,656,873

5
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■貸借対照表   令和  7年 3月31日 現在											         
											          資産の部 負債の部

科  目 当年度末 前年度末 増  減 科  目 当年度末 前年度末 増  減
流動資産 863,069,412 896,247,008 -33,177,596 流動負債 148,311,016 164,020,607 -15,709,591
　現金預金 679,524,258 708,035,822 -28,511,564 　事業未払金 55,797,892 63,398,368 -7,600,476
　事業未収金 183,385,934 187,943,516 -4,557,582 　１年以内返済予定設備資金借入金 11,000,000 11,978,000 -978,000
　前払金 121,220 229,670 -108,450 　未払費用 40,212,724 44,026,380 -3,813,656
　前払費用 38,000 38,000 0 　預り金 7,000,205 11,096,256 -4,096,051
固定資産 865,144,733 831,084,320 34,060,413 　賞与引当金 34,300,195 33,521,603 778,592
基本財産 571,932,034 563,206,100 8,725,934 固定負債 93,336,696 101,954,652 -8,617,956
　土地 ( 基本財産 ) 163,928,203 123,461,134 40,467,069 　設備資金借入金 42,916,000 53,916,000 -11,000,000
　建物 ( 基本財産 ) 408,003,831 439,744,966 -31,741,135 　退職給付引当金 50,420,696 48,038,652 2,382,044
その他の固定資産 293,212,699 267,878,220 25,334,479 負債の部合計 241,647,712 265,975,259 -24,327,547
　建物 43,293,402 45,960,991 -2,667,589 純資産の部
　構築物 89,404 89,404 0 基本金 62,482,506 62,482,506 0
　機械及び装置 444,851 518,361 -73,510 　基本金 62,482,506 62,482,506 0
　車輌運搬具 1,662,430 2,824,971 -1,162,541 国庫補助金等特別積立金 207,745,161 225,568,308 -17,823,147
　器具及び備品 5,765,611 3,883,136 1,882,475 　国庫補助金等特別積立金 207,745,161 225,568,308 -17,823,147
　ソフトウェア 96,800 123,200 -26,400 その他の積立金 191,019,505 166,019,505 25,000,000
　投資有価証券 20,000 20,000 0 　移行時特別積立金 6,350,000 6,350,000 0
　退職給付引当資産 50,420,696 48,038,652 2,382,044 　人件費積立金 5,000,000 5,000,000 0
　移行時特別積立資産 6,350,000 6,350,000 0 　修繕費積立金 57,700,000 57,700,000 0
　人件費積立資産 5,000,000 5,000,000 0 　備品等購入積立金 30,500,000 25,500,000 5,000,000
　修繕費積立資産 57,700,000 57,700,000 0 　設備整備等積立金 86,962,505 66,962,505 20,000,000
　備品等購入積立資産 30,500,000 25,500,000 5,000,000 　返済積立金 4,507,000 4,507,000 0
　設備整備等積立資産 86,962,505 66,962,505 20,000,000 次期繰越活動増減差額 1,025,319,261 1,007,285,750 18,033,511
　返済積立資産 4,507,000 4,507,000 0 　次期繰越活動増減差額 1,025,319,261 1,007,285,750 18,033,511
　霊園永代使用権 400,000 400,000 0 　( うち当期活動増減差額 ) 43,033,511 44,661,293 -1,627,782

純資産の部合計 1,486,566,433 1,461,356,069 25,210,364
資産の部合計 1,728,214,145 1,727,331,328 882,817 負債及び純資産の部合計 1,728,214,145 1,727,331,328 882,817

脚注　　1.減価償却費の累計額　630,196,061円　　2.徴収不能引当金の額　0円"

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 0 0 0
施設整備等寄附金収益 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収益 0 0 0
固定資産受贈額 1,315,600 0 1,315,600
固定資産売却益 0 0 0
その他の特別収益 0 0 0
特別収益計 (8) 1,315,600 0 1,315,600

費
用

基本金組入額 0 0 0
資産評価損 0 0 0
固定資産売却損・処分損 391,012 3 391,009
国庫補助金等特別積立金取崩額 ( 除却等 ) 0 0 0
国庫補助金等特別積立金積立額 0 104,500 -104,500
災害損失 0 0 0
その他の特別損失 0 0 0
特別費用計 (9) 391,012 104,503 286,509

特別増減差額 (10)=(8) － (9) 924,588 -104,503 1,029,091
当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 43,033,511 44,661,293 -1,627,782

繰
越
活
動
増
減
差
額

の
部

　前期繰越活動増減差額 (12) 1,007,285,750 962,624,457 44,661,293
　当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 1,050,319,261 1,007,285,750 43,033,511

基本金取崩額 (14) 0 0 0
その他の積立金取崩額 (15) 0 0 0
その他の積立金積立額 (16) 25,000,000 0 25,000,000

　次期活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15) － (16) 1,025,319,261 1,007,285,750 18,033,511

（単位：円）第三号第一様式（第二十七条第四項関係）

宮下博一　鈴木勝子　桂川彰雄　尾澤友茂　北澤清嗣　倉島ぬひ子　千野祐樹　
滝澤健一　藤巻明男　株式会社アオヤギ印刷　中沢正子　鷹野章次・由紀　
齋藤るり子　坂本けい子　町田結花　細田幸男　株式会社Over　宮下荘一　
米持健二　■北海道　小笠原英之　佐藤俊光　■青森県　上條勝芳　■東京都　
女子学院JG会　友松浩志　穏田浩　宇野正宏　林正雄　沼田小織　嶋﨑幸雄　
松本亜紀　大浦かず子　■栃木県　丸山孝　■神奈川県　栗原弘子　永井好子　
土方栄理　■山梨県　堀洋子　■千葉県　小林茂　■福井県　森さと子　
■石川県　宮元直樹　■静岡県　曽根昌邦　■愛知県　大野泰典　福壽一雄　
■京都府　岡本冨士子　■山口県　綿原輝則

感謝録 皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。

いちごの家　堀内淳　佐藤汰嘉子　高寺陽子　北澤　坂口真由美　青木和男
小竹昭雄　大久保範子　匿名　縵沢不二雄　高尾優子　安藤善晴　
オートパル信州うえだ
アルミ缶　牛乳パック　新聞　ハガキ　レタス　使い捨てエプロン　ブレンダー　お茶

田中快秋� １０,０００円

■長野県　清水君枝　小林彰　小林治蔵　佐藤汰嘉子　田中快秋　山崎喜代　
北澤雄司　中澤廣幸　大久保順子　若林雅一　塚田弘人　小林典子　荒木克子　
若林喜久雄　小池恵美子　高寺陽子　安藤善晴　末永亜季　相澤喜世子　
大島政雄　佐々木良子　山越重信　加々美礼子　渋沢電設代表取締役渋沢健一郎
堀内和子　水野荘太郎　逸見信一郎　西入一義　飯島富士雄　佐藤琢磨　
山口千春　堀内淳　丸山節雄　水野光豊　山﨑寿雄　大坪義朗　中村勝　
中島房枝　二木浩　武井美央　山辺澄子　池田明朗　松浦千鶴子　櫻井秀和　
竹内洋一　下田一子　宮島久雄　宮島国彦　松井順子　和泉たい子　宮澤哲也　
北村志津子　宮永茂行　宮澤裕子　徳増征ニ　樋口俊文　保母和子　渡邉務　
佐々木岳二　月内けさみ　小西葉子　辰野宗味　坂口哲雄　坂口真由美　
西牧祐紀　西沢理恵　中村彰　内堀眞也　小林克洋　村上温・聖美　
ホテルやまびこ代表桑田進　青木千浪　三井和哉　西牧恵子　甲田好孝　
林昇一・美代子　荻原美代子　矢島節子　田玉洋子　中村瑞穂　久保邦久　

寄贈物品

寄付金

2025年度運営会員ご入会者
（
２
０
２
５
年
４
月
１
日
～
２
０
２
５
年 

６
月
30
日
）

会員数（名） 会費（円）

長野県 100 508400

北海道 2 8000

東北地方 1 2000

関東地方 16 224487

中部地方 3 47000

北陸地方 2 8000

近畿地方 1 10000

中国地方 1 3000

四国地方 0 0

九州地方 0 0

合計 126 810887

２
０
２
５
年
度
運
営
会
費
納
入
金
額

※敬称略させていただきます　
2025年４月１日－2025年6月30日
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発
行
　
社
会
福
祉
法
人
か
り
が
ね
福
祉
会
　
　
編
集
　
機
関
誌
編
集
委
員
会
　  

制
作
・
印
刷
　
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷
　【
定
価
】
１
0
0
円

 
﹇
季
刊
﹈ 

か
り
が
ね

会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。
https://ws.formzu.net/sfgen/S311362702/

社会福祉法人 かりがね福祉会 URL https://karigane.or.jp
■法人本部／ライフステージかりがね
 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
■つつじ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL.0268-75-5431　FAX.0268-75-5434
■共同生活サポートセンター 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-1（よつばのいえ内）　TEL/FAX.0268-72-2434
■さなだの杜 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-0133
■在宅支援センターえ～る 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-8022
■風の工房 〒386-2201　長野県上田市真田町長 2464-1 TEL/FAX.0268-72-2151
■OIDEYO ハウス 〒386-2203　長野県上田市真田町傍陽 8551-2 TEL/FAX.0268-73-0005
■OIDEYO ハウス（分場） 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 1491 TEL/FAX.0268-72-5067
■アトリエ Fuu 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-2 TEL/FAX.0268-72-1061
■ミライエ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL/FAX.0268-71-7810

県では、多様な働き方の導入や非正規社
員の処遇向上、職場の環境改善等に取り
組む企業を「職場いきいきアドバンスカ
ンパニー」として認証しています。この度、
３月1日付で認証書を交付されました。

＜ワークライフバランスコース＞
●育児・介護休業実績として、直近２年間に介護
休業等の取得実績があります。

●柔軟な有給休暇取得制度として、半日・時間単
位で有給休暇が取得可能です。

●保育施設の設置として、企業主導型保育所を設
置しています。

社会福祉法人かりがね福祉会
認証コース／ワークライフバランスコース
交 付 日／令和７年３月 11 日 火
交 付 者／東信労政事務所長

＜その他の取組＞
●多様な働き方制度として、法定を上回る育児・介護
休業制度があり、利用実績があります。

●産前産後休業を取得した職員全員が育児休業を取得
しています。

●長時間労働の縮減に努めています。（月平均 45時間
未満かつ月平均 60時間を超える者なし）

●福祉の職場でのお仕事経験がない方でも研修体制が
充実していますので、安心してお勤めいただけます。

「職場いきいきアドバンスカンパニー」
 認証書の交付が行われました

取  

組  

内  

容

記

編
集
後

　409 夏号はいかがでしたでしょうか。今回表紙と
編集後記を担当した片山です。最初、表紙の担当を
聞いた際にはお花見の写真に活動の写真を載せれば
よいかなと考え、いざ選ぶ段階でこの号が出るの
が 9月、そこでお花見は…と気づきました。今考え

ていることが先々でも大丈夫なことなのかその時の状
況によっては季節感が無かったり、ちぐはぐなことに
なっていると考えさせられました。スモールステップ
の考え方で随時振り返りをすることも大事だと感じま
した。� （片山）

　かりがね福祉会は皆様のご支援によって支えられてい
ます。会費は法人各施設の設備や備品の充実等のために
使われます。また、会員の方には年４回機関誌等を送付
しています。皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申
し上げます。専用振込用紙のお取り寄せ、その他お問い
合わせは法人本部までお願い致します。

　　期間
　1 年単位（ご入会より 1 年間）

　　ご入会方法
●ゆうちょ銀行［00550 － 3 － 8487］
　名義「社会福祉法人　かりがね福祉会」

●上田信用金庫　真田支店［普通預金：95578］

　名義「社会福祉法人 かりがね福祉会　理事　小
こばやし

林　彰
あきら

」

運 
営 

会 

員

ご
加
入
の
お
願
い 　　年会費

　１口　1,000 円（何口でも結構です）


